
飲酒運転は反社会的行為であり、トラック
運送業界の社会的信頼性が失われます
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「トラック事業における総合安全プラン2025」のスタートとなる令和3年は、トラック運送業界では、
「飲酒運転の根絶」「追突事故の防止」「交差点事故の防止」を最重点推進項目として、安全運行の確保
に積極的に取り組みます。
       

死傷事故の高速道路高速道路

%

出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」
2020年の「飲酒運転事故件数」はメールマガジン「事業用自動車安全通信」（国土交通省）等による物損事故を含む情報（令和2年12月末時点の速報）

※「飲酒運転」は「道路交通法違反取締件数」の数値で、「酒酔い運転」および「酒気帯び運転」の合計値。数字はいずれも事業用貨物自動車（軽自動車を除く）によるもの。
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※「飲酒運転ゼロ」目標達成のためには、関係者一丸となって取り組む必要がある。
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